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秘
密
保
持
契
約
の

必
要
性

　

情
報
漏
え
い
を
防
ぐ
目
的
で
情
報
管

理
規
程
や
情
報
管
理
基
準
を
定
め
、
情

報
の
保
管
場
所
、
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス

権
限
、
情
報
の
取
扱
い
方
法
な
ど
を
ル

ー
ル
化
し
て
い
る
企
業
が
増
え
て
い
ま

保
持
契
約
」
の
締
結
で
す
。
取
引
先
と

の
秘
密
保
持
契
約
の
締
結
も
、
目
的
は

同
様
で
す
。

秘
密
保
持
契
約
の

ポ
イ
ン
ト

　

秘
密
保
持
契
約
を
締
結
し
て
も
、
そ

の
内
容
が
い
い
加
減
な
と
き
に
は
、
裁

判
所
が
法
的
に
救
済
し
て
く
れ
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
契
約
の
内
容
が

曖
昧
で
あ
る
場
合
に
は
、
契
約
を
締
結

し
た
従
業
員
や
取
引
先
が
「
契
約
書
か

ら
は
、
秘
密
に
す
べ
き
情
報
が
何
か
が

読
み
取
れ
な
か
っ
た
」
な
ど
の
言
い
訳

を
す
る
口
実
を
与
え
る
こ
と
に
も
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
以
下
で
は
、
⑴
従
業
員
の
入

社
時
、
⑵
従
業
員
の
退
職
時
、
⑶
特
定

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加
時
、
⑷
他

社
と
の
取
引
時
に
分
け
て
、
秘
密
保
持

契
約
の
留
意
点
を
説
明
し
ま
す
。

⑴
　
従
業
員
の
入
社
時

　

多
く
の
企
業
で
は
、
新
卒
者
の
採
用

時
あ
る
い
は
他
社
か
ら
の
転
職
者
が
入

社
す
る
と
き
に
、
秘
密
保
持
契
約
を
締

結
し
て
い
ま
す
。「
秘
密
保
持
契
約
」

「
誓
約
書
」「
守
秘
義
務
契
約
」
と
タ
イ

ト
ル
の
違
い
は
あ
れ
ど
、
そ
の
内
容
は

お
お
む
ね
次
の
と
お
り
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
（
守
秘
義
務
に
関
す
る
条
項
だ

す
。
し
か
し
、
い
く
ら
ル
ー
ル
を
定
め

て
も
、
従
業
員
に
周
知
・
浸
透
し
て
い

な
い
場
合
や
取
引
先
の
意
識
が
低
い
場

合
に
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
従
業
員
１
人
ひ
と
り
に
情

報
管
理
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
も
ら

い
、
万
が
一
の
と
き
に
損
害
賠
償
請
求

な
ど
法
的
措
置
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
た
め
の
方
策
の
１
つ
が
、「
秘
密

け
を
例
示
し
ま
す
）。

　
私
は
、
貴
社
に
入
社
す
る
に
当
た

り
、
業
務
中
に
知
っ
た
情
報
お
よ
び

知
り
得
た
情
報
に
つ
い
て
は
、
貴
社

の
書
面
に
よ
る
承
諾
な
し
に
、
貴
社

の
業
務
以
外
の
目
的
で
使
用
せ
ず
、

ま
た
、
第
三
者
に
対
し
て
開
示
、
漏

え
い
等
し
ま
せ
ん
。

　

こ
の
内
容
で
も
、
最
低
限
の
守
秘
義

務
を
従
業
員
に
課
し
て
い
る
こ
と
に
は

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
情
報
管
理
に
対

す
る
従
業
員
の
意
識
を
向
上
さ
せ
る
た

め
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
た
と
き
に

は
、
こ
れ
で
は
内
容
が
不
十
分
で
す
。

①　
秘
密
に
す
べ
き
情
報
の
具
体
化

　

社
会
人
経
験
が
な
い
新
入
社
員
は
、

「
業
務
中
に
知
っ
た
情
報
お
よ
び
知
り

得
た
情
報
」
を
目
的
外
で
利
用
し
て
は

い
け
な
い
等
の
制
限
を
課
さ
れ
て
も
、

そ
も
そ
も
何
が
「
業
務
中
に
知
っ
た
情

報
お
よ
び
知
り
得
た
情
報
」
な
の
か
を

イ
メ
ー
ジ
し
切
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
新
入
社
員
の
知
識
や
経
験

の
な
さ
に
合
わ
せ
て
、「
こ
の
情
報
が

会
社
に
と
っ
て
秘
密
に
す
べ
き
情
報
で

あ
る
」
こ
と
を
例
示
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。「
製
品
開
発
に
関
す
る
技
術
資

料
、
製
造
原
価
、
販
売
価
格
に
関
す
る

情
報
、
取
引
先
・
仕
入
先
の
社
名
等
情

報
」な
ど
の
具
体
例
を
挙
げ
る
の
で
す
。

自社の情報が漏えいするのを防ぐため、秘密保持契約を結ぶ企
業が増えています。そこで、秘密保持契約が必要となるケース
ごとに、実効性のある契約にするための留意点をまとめます。

浅見　隆行
アサミ経営法律事務所
弁護士

セキュリティ管理の第一歩

秘密保持契約の
正しい結び方

ケース別
にみる
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こ
う
し
た
例
示
は
、
経
済
産
業
省
が

発
表
し
て
い
る
「
営
業
秘
密
管
理
指

針
」
や
「
秘
密
情
報
の
保
護
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
」
で
も
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

②　
禁
止
行
為

　

目
的
外
利
用
の
禁
止
、
第
三
者
へ
の

開
示
、
漏
え
い
の
禁
止
な
ど
禁
じ
ら
れ

る
行
為
の
内
容
に
つ
い
て
も
同
様
の
工

夫
が
必
要
で
す
。

　

過
去
に
は
、
取
引
先
を
訪
れ
た
従
業

員
が
、
工
場
内
に
置
か
れ
て
い
た
未
公

表
の
新
商
品
の
写
真
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
掲
載

し
て
偽
計
業
務
妨
害
罪
で
罰
金
に
処
せ

ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
２
１
年
に
は
、
シ
ス
テ

ム
の
開
発
を
受
託
し
た
会
社
の
子
会
社

従
業
員
が
、
発
注
者
か
ら
取
得
し
た
デ

ー
タ
を
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
個
人
ア

カ
ウ
ン
ト
に
保
存
し
、
情
報
漏
え
い
と

し
て
問
題
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
ア
ッ
プ
す
る
、

デ
ー
タ
を
私
用
ア
ド
レ
ス
に
メ
ー
ル
で

送
信
す
る
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
な
ど
に
記

録
し
て
持
ち
出
す
、
社
外
の
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
に
デ
ー
タ
を
保
存
す
る
な
ど

第
三
者
へ
の
開
示
、
漏
え
い
等
は
し
な

い
」
な
ど
、
実
際
に
会
社
が
禁
じ
た
い

行
為
の
具
体
例
を
挙
げ
る
の
で
す
（
図

表
１
）。

③　
転
職
者
に
よ
る
情
報
の
持
ち
込
み

　

転
職
者
が
前
職
で
入
手
し
た
情
報
を

持
ち
込
む
こ
と
も
防
止
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
転
職
者
が
持
ち
込
ん
だ
情
報

が
前
職
で
の
秘
密
情
報
で
あ
る
場
合
に

は
、
転
職
者
と
と
も
に
、
転
職
者
を
採

用
し
た
企
業
も
、
前
職
に
対
し
て
損
害

賠
償
義
務
を
負
う
可
能
性
が
出
て
く
る

か
ら
で
す
。

　

２
０
２
１
年
に
は
、
同
業
他
社
に
転

職
し
た
者
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
に
関

わ
る
情
報
を
不
正
取
得
、
不
正
開
示
等

し
た
と
し
て
、
転
職
者
が
不
正
競
争
防

止
法
違
反
で
逮
捕
、
起
訴
さ
れ
、
ま

た
、
転
職
者
と
転
職
者
を
採
用
し
た
企

業
は
前
職
か
ら
１
０
０
０
億
円
規
模
の

損
害
賠
償
請
求
を
提
訴
さ
れ
た
ケ
ー
ス

も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
転
職
者
に
は
入
社
時
に
、

「
前
職
で
の
情
報
を
保
有
し
て
い
な
い

こ
と
」「
前
職
で
得
た
情
報
を
不
正
使

用
、
不
正
開
示
し
な
い
こ
と
」
ま
で
秘

密
保
持
義
務
と
し
て
課
す
こ
と
が
必
要

で
す
（
図
表
２
）。

⑵
　
従
業
員
の
退
職
時

　

営
業
職
や
技
術
者
が
ラ
イ
バ
ル
企
業

に
転
職
す
る
と
き
や
独
立
す
る
と
き

に
、
退
職
後
の
秘
密
保
持
義
務
の
対
象

と
な
る
情
報
と
禁
止
行
為
の
内
容
を
具

体
化
す
る
、
と
い
う
考
え
方
は
、
入
社

時
と
同
じ
で
す
。

　

と
は
い
え
、
従
業
員
が
退
職
し
て
し

ま
え
ば
会
社
と
の
雇
用
契
約
は
終
了
し

ま
す
。
ま
た
、
情
報
は
陳
腐
化
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
退
職
者
の
秘
密
保
持
義
務

は
、
情
報
を
秘
密
と
し
て
保
護
す
る
に

値
す
る
相
当
期
間
に
限
る
こ
と
が
一
般

的
で
す
。

　

ま
た
、
退
職
後
す
ぐ
に
同
業
他
社
に

転
職
す
る
場
合
に
は
、
情
報
漏
え
い
の

リ
ス
ク
は
高
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

退
職
後
の
秘
密
保
持
義
務
と
併
せ
て
、

ラ
イ
バ
ル
企
業
に
転
職
し
な
い
よ
う
に

競
業
避
止
義
務
を
課
す
こ
と
も
あ
り
ま

す
（
次
㌻
図
表
３
）。

図表１　入社時に結ぶ秘密保持契約の参考例
（該当する項目のみ）

図表２　転職者と結ぶ秘密保持契約の参考例
（該当する項目のみ）

　私は、貴社に入社するに当たり、以下に定めるとおり、
業務中に知った情報および知り得た情報については、貴社
の書面による承諾なしに、貴社の業務以外の目的で使用せ
ず、第三者に対して開示、漏えい等しません。

 「秘密にすべき情報」
①　製品開発に関する技術資料
②　製造原価、販売価格に関する情報
③　取引先・仕入先の社名等情報
④	 ・・・
⑤　その他業務中に知った情報および知り得た情報

 「禁止行為」
①　SNSにアップする
②　データを私用アドレスにメールで送信する
③�　文書、図画、写真、USBメモリ、DVD、ハードディ
スクドライブなどに記載または記録して持ち出す
④　社外のクラウドサービスにデータを保存する
⑤	 ・・・
⑥　その他目的外利用および第三者に対する開示、漏えい

１�．私は、第三者の秘密情報を含んだ媒体（文書、図画、
写真、ＵＳＢメモリ、ＤＶＤ、ハードディスクドライブそ
の他情報を記載または記録するものをいう）を一切保有
しておらず、また今後も保有しません。
２�．私は、貴社の業務に従事するに当たり、第三者が保有
するあらゆる秘密情報を、当該第三者の事前の書面によ
る承諾なくして貴社に開示し、または使用もしくは出願（以
下「使用等」という）させない、貴社が使用等するよう
に仕向けない、または貴社が使用等しているとみなされ
るような行為を貴社にとらせません。
３�．私が貴社に入社する前に第三者に対して守秘義務また
は競業避止義務を負っている場合は、必要な都度その旨
を上司に報告し、当該守秘義務および競業避止義務を守
ります。
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一
切
の
情
報
を
他
社
に
開
示
す
る
場
合

（
そ
の
逆
も
あ
る
）、
他
社
か
ら
製
造
委

託
を
受
け
か
つ
金
型
や
設
計
図
面
の
提

供
を
受
け
て
自
社
が
何
ら
か
の
商
品
を

製
造
す
る
場
合
（
そ
の
逆
も
あ
る
）、
他

社
が
行
な
っ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
業
務
の
一

部
を
受
託
し
業
務
の
内
容
を
開
示
さ
れ

る
場
合
、
自
社
と
他
社
と
で
共
同
研
究

開
発
を
す
る
た
め
に
相
互
に
技
術
情
報

を
開
示
す
る
場
合
な
ど
が
代
表
的
で
す
。

　

い
ず
れ
の
場
合
に
も
共
通
し
て
必
要

と
な
る
の
は
、

①�　

自
社
と
他
社
が
元
々
保
有
し
て
い

る
情
報
を
区
別
す
る
方
法

②�　

自
社
で
は
秘
密
と
す
べ
き
情
報
と

　

具
体
的
に
は
、
秘
密
と
す
べ
き
情
報

が
増
え
、
か
つ
、

・�

チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
以
外
に
は
開
示
し

て
は
な
ら
な
い

・�

研
究
室
の
外
に
さ
え
情
報
を
持
ち
出

す
こ
と
が
で
き
な
い

・�

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
終
了
し
た

と
き
に
も
情
報
や
情
報
を
記
録
し
た

媒
体
を
漏
ら
さ
な
い

な
ど
禁
止
さ
れ
る
行
為
が
増
え
ま
す

（
図
表
４
）。

⑷
　
他
社
と
の
取
引
時

　

自
社
と
他
社
と
の
関
わ
り
方
は
千
差

万
別
で
す
。
自
社
と
他
社
と
で
資
本
提

携
を
考
え
、
自
社
の
財
務
デ
ー
タ
な
ど

⑶�
　
特
定
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
、

研
究
開
発
チ
ー
ムへ
の
参
加
、異
動
時

　

会
社
の
命
運
を
賭
け
た
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
企
画
・
開
発
す
る
場
合
等
に

は
、
社
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
や

技
術
開
発
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に

従
業
員
が
参
加
す
る
と
き
に
は
、
入
社

時
の
守
秘
義
務
契
約
、
誓
約
書
と
は
別

に
、
改
め
て
秘
密
保
持
契
約
を
締
結
す

る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
や
技
術
開
発
部
門
で
取
り

扱
う
情
報
は
、
よ
り
一
層
厳
重
な
情
報

管
理
が
求
め
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

思
っ
て
い
て
も
相
手
は
秘
密
と
思
っ

て
い
な
い
情
報
が
存
在
す
る
の
で

（
そ
の
逆
も
同
様
）、
両
者
の
齟
齬
が

生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
方
法

③�　

開
示
し
た
情
報
や
情
報
を
記
載
・

記
録
し
た
書
類
・
媒
体
を
開
示
さ
れ

た
側
の
企
業
が
管
理
す
る
方
法

④�　

取
引
の
開
始
に
よ
り
新
た
に
生
み

出
さ
れ
た
情
報
や
そ
の
知
的
財
産
は

ど
ち
ら
の
権
利
に
す
る
か
の
ル
ー
ル

⑤�　

契
約
が
終
了
し
た
と
き
に
、
開
示

し
た
情
報
が
記
載
・
記
録
さ
れ
た
書

類
・
媒
体
の
処
理
を
ど
う
す
る
か
の

ル
ー
ル

の
５
つ
で
す
。　

特
に
、
取
引
を
き
っ

か
け
に
し
て
相
手
の
会

社
か
ら
情
報
や
技
術
を

盗
も
う
と
思
っ
て
い
る

企
業
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ

ど
、
相
手
か
ら
開
示
さ

れ
た
情
報
に
つ
い
て

「
秘
密
と
す
べ
き
情
報

と
は
思
っ
て
い
な
か
っ

た
」「
元
々
公
知
の
技

術
だ
と
思
っ
て
い
た
」

等
と
白
を
切
り
ま
す
。

情
報
や
技
術
を
開
示
す

る
企
業
は
、
そ
の
よ
う

な
相
手
に
安
易
に
情
報

を
盗
ま
れ
な
い
た
め

図表３　退職時に結ぶ秘密保持契約の参考例
（該当する項目のみ）

図表４�　プロジェクト等への参加時に結ぶ秘密保持
契約の参考例（該当する項目のみ）

１�．私は、貴社を退職後１年間または当事者の責によらず
に公知となるまで、以下に定めるとおり、業務中に知った
情報および知り得た情報については、貴社の書面による
承諾なしに、貴社の業務以外の目的で使用せず、第三者
に対して開示、漏えい等しません。
　※「秘密とすべき情報」「禁止行為」の例示は入社時と同じ
２�．私は貴社を退職するに当たり、退職後１年間、貴社か
らの書面による承諾なしに、以下の行為をしないことを誓
約いたします。
　①�　貴社で従事した○○の開発に係る職務を通じて得た
経験や知見が貴社にとって重要な企業秘密およびノウ
ハウであることに鑑み、当該開発およびこれに類する
開発に係る職務を、貴社の競合他社（競業する新会
社を設立した場合にはこれを含む。以下同じ）におい
て行なうこと

　②�　貴社で従事した○○に係る開発およびこれに類する
開発に係る職務を、貴社の競合他社から契約の形態
を問わず、受注または請け負うこと

１�．私は、○○プロジェクトチームに参加するに当たり、以
下に定めるとおり、業務中に知った情報および知り得た
情報については、貴社の書面による承諾なしに、○○プ
ロジェクトの業務以外の目的で使用せず、プロジェクトチ
ームメンバー以外の第三者に対して開示、漏えい等しま
せん。
　※「秘密とすべき情報」「禁止行為」の内容は具体的に例示する
２�．私は、上記情報は、公知になったものを除き、○○プ
ロジェクト終了後（退職後も含む）も、目的外利用、第
三者に開示しません。
３�．私は、○○プロジェクトを終了するとき、○○プロジェ
クトを担当しなくなったとき、または会社による要求があ
るときには、上記情報が記録等された会社の文書等（文書、
図画、写真、ＵＳＢメモリ、ＤＶＤ、ハードディスクドラ
イブその他の情報を記載または記録するものをいう）で自
己が保管するものを、遅滞なくすべて会社に返還します。
４�．私は、前項に定める場合において、上記情報が自己の
文書等に記録等されているときには、当該情報を消去す
るとともに、消去した旨（自己の文書等に情報が記録等
されていないときは、その旨）を報告いたします。
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図表５　企業間で結ぶ秘密保持契約の参考例（秘密保持義務に関する項目のみ）

秘密保持契約
○○株式会社（以下「甲」という）と●●株式会社（以下「乙」という）とは、×××の取引に関して、
相互に情報を開示するに当たり以下のとおり合意する。

第●条（秘密情報）
　本契約における「秘密情報」とは、甲または乙が相手方に開示し、かつ開示の際に秘密である旨
を明示した技術上または営業上の情報、並びに本契約の存在および内容その他一切の情報をいう。
　ただし、開示を受けた当事者が書面によってその根拠を立証できる場合に限り、以下の情報は秘密
情報の対象外とする。
　①　開示を受けたときにすでに保有していた情報
　②　開示を受けた後、秘密保持義務を負うことなく第三者から正当に入手した情報
　③�　開示を受けた後、相手方から開示を受けた情報に関係なく独自に取得し、または創出した情
報

　④　開示を受けたときにすでに公知であった情報
　⑤　開示を受けた後、自己の責めに帰し得ない事由により公知となった情報

第●条（秘密情報等の取扱い）
１�．甲または乙は、相手方から開示を受けた秘密情報および秘密情報を含む記録媒体もしくは物件（複
写物および複製物を含む。以下「秘密情報等」という）の取扱いについて、次の各号に定める事
項を遵守する。
　①�　情報取扱管理者を定め、相手方から開示された秘密情報等を、善良なる管理者としての注意
義務をもって厳重に保管、管理する。

　②　秘密情報等は、本取引の目的以外には使用しない。
　③�　秘密情報等を複製する場合には、本取引の目的の範囲内に限って行なうものとし、その複製
物は、原本と同等の保管、管理をする。

　④�　漏えい、紛失、盗難、盗用等の事態が発生し、またはそのおそれがあることを知った場合は、
直ちにその旨を相手方に書面をもって通知する。

　⑤�　秘密情報の管理について、取扱責任者を定め、書面をもって取扱責任者の氏名および連絡先
を相手方に通知する。

２�．甲または乙は、次項に定める場合を除き、秘密情報等を第三者に開示する場合には、書面によ
り相手方の事前承諾を得なければならない。この場合、甲または乙は、当該第三者との間で本契約
書と同等の義務を負わせ、これを遵守させる義務を負う。
３�．甲または乙は、法令に基づき秘密情報等の開示が義務づけられた場合には、事前に相手方に通
知し、開示につき可能な限り相手方の指示に従う。

第●条（返還義務等）
１�．本契約に基づき相手方から開示を受けた秘密情報を含む記録媒体、物件およびその複製物（以
下「記録媒体等」という）は、不要となった場合または相手方の請求がある場合には、直ちに相
手方に返還する。
２�．前項に定める場合において、秘密情報が自己の記録媒体等に含まれているときは、当該秘密情報
を消去するとともに、消去した旨（自己の記録媒体等に秘密情報が含まれていないときは、その旨）
を相手方に書面にて報告する。

第●条（知的財産権等）
１�．甲と乙との共同研究により取得した知的財産権の帰属は、甲と乙とが協議して定める。
２�．目的物の製作に関する設計上の考案、設計図面、または製作情報に関する知的財産権は、原則
として乙に帰属する。
３�．甲または乙は、相手方の図面もしくは仕様書により製作された目的物またはその製作方法に関連
し知的財産権の出願を行なう場合には、事前にその旨を相手方に申出て書面による承諾を得なけれ
ばならない。この場合、知的財産権の帰属等に関しては、その貢献度に応じて甲と乙とが協議して
定める。
４�．甲または乙は、目的物に関わる知的財産権を第三者に譲渡または実施権設定の許諾を行なう場
合は、相手方の書面による承諾を得なければならない。
５�．甲または乙は、目的物につき第三者との間に知的財産権上の権利侵害等の紛争が生じたときは、
相手方に書面で通知し、甲および乙のうちその責めに帰すべき者が、その負担と責任において処理
・解決する。
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